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児童生徒の自治力を育てる 

校長 三原 洋一  

 メモリアル・デーを前に街が活気づいてきている

中、５月も最後の授業日となりました。 

 さて、先週行われた生徒会会議に参加しました。 

２０数名の児童生徒が昼休みを返上で集まり、話し合

いを行っていました。 

 今回は、今月行った「あいさつ運動」の振り返りと、

6 月 17 日に実施予定の「全校青空ピクニックデー」

についての事前協議が主な内容でした。「あいさつ運

動」については、その目的を踏まえて各学年で反省を

し、次への取組につなげていました。また、４年ぶり

に行われる「全校青空ピクニックデー」については、

異学年の交流ランチや遊びを計画しており、どうすれ

ばすべての学年の児童生徒が楽しく過ごせるか、交流

が深まるかを協議し、活動内容をていねいに確認して

いました。今週は、児童生徒が作成した「全校青空ピ

クニックデー」のポスターが各教室に貼られる予定

で、当日への期待が膨らみます。 

 私は、日本ではずっと小学校の教員でしたので、生

徒会の委員の児童生徒が主体的に話し合いを進める

様子を初めて見て驚くとともに、その熱心さを大変う

れしく思いました。ワシントン日本語学校のみんなの

ことを考え、学校をよりよくしたいという思いに溢れ

た協議の様子でした。 

 日本では、生徒会活動について、「中学校学習指導

要領」や「高等学校学習指導要領」に定めがあり、教

育課程の一部として生徒会活動を位置づけています。

その目的は、『生徒会活動を通して，望ましい人間関

係を形成し，集団や社会の一員としてよりよい学校生 
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＜６・７・８月の主な行事＞        

 ６月 ３日 個人懇談③（希望）         ６月２５日～８月１８日 夏季休業日 

    避難訓練（火災）          ８月１９日 夏季休業明け授業開始日 

１０日 実力テスト保護者説明会(小 3・6)  

   １７日 全校青空ピクニックデー（全学年） 

   ２４日 夏季休業前最終授業日                                                         

 

活づくりに参画し，協力して諸問題を解決しようとす

る自主的，実践的な態度を育てる。』となっています。 

 生徒会活動は、学校における自分たちの生活の充

実・発展や学校生活の改善・向上を目指すために、生

徒の立場から自発的、自治的に行われるものです。ま

た、異年齢の生徒同士で協力したり、よりよく交流し

たり、協働して目標の実現をしたりしようとする活動

でもあります。 

 本校の生徒会は、日本とは違い幼稚部から、小学部、

中学部、高等部までという幅広い年齢層の集団となっ

ています。それゆえに様々な取組を全校で行うことは

容 

  

容易ではありませんし、時間的な制限もあります。それでも、担当の教員の指導の下、自ら活動の計画を立て、

それぞれの役割を分担し、協力し合って集団活動を進めています。教員も、児童生徒の自主性・自発性を出来る

だけ尊重し、褒めて伸ばす指導を行っているところです。 

 今後も、このような取り組みの中で、「学校がよりよくなった」「みんなの笑顔が増えた」という達成感や自己

有用感をしっかりと味わってほしいと思います。そして、将来、この自治的な活動の経験が、社会人としての資

質向上につながることを願っています。 

   

入選おめでとうございます！ 

 令和４年度第 20 回斎藤茂吉ジュニア短歌コンクールに本校の中学部

１年生、オスィフシェン英美里さんが入選しました。日本のコンクール

ですが、海外からは本校のみが入賞者を出しています。俳句短歌クラブ

の児童生徒の頑張りと、指導者の皆さんの丁寧なご指導の賜物です。 

けんばんと必死に向き合い見えてくる音の感覚心の動き 


